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 経巻に対して舎利供養と同様の供具による供養がなされ始めるのが C 期である。この時
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その中, 常啼菩薩求法譚を有するのは 6 経典である。大品系については、10 経のうち 4 経
典に常啼菩薩求法譚が存在する。大品系般若について『出三蔵記集』より訳者、無叉羅に
関する記述を示している。よく調査しているが、その漢文の読みに不自然なところが幾分
か見え、また読み下しが現代語を交えているところもあり注意する必要がある。『十万頌般
若』の常啼菩薩求法譚について言及する中、『大智度論』の記述に注目し、般若経成立史の
第二期すなわち増広期(紀元後 100~300 年)に『十万頌般若』が存在していたとし、玄奘に
よる漢訳年代を基準にその成立時期を考えるのではなく、発達史の上から増広期に二万五
千頌（大品）系以後、龍樹(ca.150~250)以前の成立と見ることが妥当であるとする点は『般
若経』の成立史をよく踏まえての指摘といえよう。『六度集経』の「常悲菩薩本生」につい
て、『六度集経』は康僧會による編集ではないか、あるいはまた康僧會の著作ではないか、
との研究報告のあることを示している。この点、何故、『般若経』の常啼菩薩求法譚の成立
史研究にとって、従来行われて来た『六度集経』に言及することの必然性の有無について
さらに吟味する必要があろう。 
 
第二章 
『六度集経』の常悲菩薩と法來菩薩との、それぞれの菩薩の階位が新学菩薩と阿惟越致
（不退転）菩薩にあるということが、菩薩の階位が二階位のみの時期に相当し菩薩の四階
位が出現する以前であること、また『道行般若』において新学菩薩と阿惟越致菩薩とが表
される時期と対応していることとを述べるが、常悲菩薩と法來菩薩との関係が菩薩の階位
そのものの発展時期を表すことと必ず一致するものであるかは、さらに吟味する必要があ
る。また『道行般若』の常啼菩薩求法譚と『六度集経』の常悲菩薩とのいずれが原型とな
るかについて吟味し、いずれが原型を示すともいえないとし、共通した原型を想定してい
る。『六度集経』のインド成立が確かであれば、共通した原型を想定することにも意味があ
ろう。第四章での『六度集経』における常悲菩薩が三昧中に諸仏にまみえることと『道行
般若経』の見十方諸仏三昧（対照表 91）とが共通するとの指摘は有益である。 
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第三章 
佐伯論文における独自の調査方法に基づく精密な結果が一覧に表されている。それはサ
ンスクリット本、チベット語訳、漢訳を含む各種の『般若経』十一本の常啼菩薩求法譚と
嘱累品とを『六度集経』の相当箇所とに関し 162 の観点から比較対象し一覧にしたもので
ある。長年の調査結果に基づくものであり、他に類を見ないものである。この点、高く評
価される。この調査結果に基づく常啼菩薩求法譚の分析が以下の章において表されている。 
 
第四章 
すべての『般若経』において共通することは、般若波羅蜜の説かれる豪華絢爛たる七宝
からなる城壁に囲まれたガンダヴァティー市という場所の設定である。それは人里離れた
ところ阿蘭若ではなく、人々の多く住む町においてである。このことが指摘されるのは、
大乗仏教の背景を知る好材料と見られる。また『道行般若経』「遠離品」から遠離とは阿蘭
若にあることではなく法を悟ることにおける遠離であることを示していることも、大乗仏
教の特徴を表すものとして説得力がある。他方、その法が説かれる場所としてのガンダヴ
ァティー市の描写は浄土経典である『無量寿経』『阿弥陀経』における極楽の描写と酷似し
ている。さらにその都市において法上菩薩が般若波羅蜜を説く場所の描写と、浄土経典に
おける極楽で無量寿仏が法を説く場所の設定に関しても類似しているといえる。したがっ
て、この点も合わせて考察することは、大乗仏教興起の背景を探究する目的からも必要で
あるといえよう。さらに小品系般若と大品系般若との常啼菩薩求法譚における内容の相違
を二十項目にわけ示している。これは、丹念な『般若経』全般にわたる調査研究の賜物で
あり、それなくしてはなし得なかったこととして評価される。その大部分は首肯し得るも
のであるが、次の事柄に関しては再考を要する。弦楽器の音が、種々の原因と条件によっ
て生起する如くに、ブッダの身体も様々な原因と条件によって生起するという仏身の因縁
所生に関して、小品系般若にのみその記述が存在し大品系般若には存在しないとするが、
『大品般若』法尚品第八十九の中にそれを見出し得る。『般若経典』のみならず、般若波羅
蜜自体が諸仏諸菩薩の「母」とされる『大品』の思想も比較対照の着眼となろう。また『大
品、小品系般若経』共に「般若波羅蜜を聞くこと」が救済につながることを表しているが、
このことも常啼菩薩求法譚対照リストに加えることができよう。さらに『般若経』におけ
るそのことと浄土経典における「阿弥陀仏の名を聞くこと」が救済につながることとを考
慮し大乗仏教の興起時における特徴を探ることにも可能であろう。したがって、別系統と
思われるものも、横軸として類似の現象に注目することも必要であろう。 
 
第五章 
小品系の最古のものといわれる『道行般若経』に常啼菩薩求法譚が存在し、大品系の最
古の漢訳である『放光般若経』にも、それが存在することから、もともと『般若経』には
常啼菩薩求法譚が存在していたこと、後にそれが欠落したことを指摘している。他に小品
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系では五本のテキストにそれが存在することと大品系には他に三本のテキストに存在する
ことを示している。さらに『十万頌般若経』には後の『初会』にのみ常啼菩薩求法譚が存
在し、『二会』『三会』などには、それが存在しないことを表している。これらを述べ知ら
しめられること自体、広範な調査結果ではあるが、その『十万頌般若経』における常啼菩
薩求法譚の存在の有無の事情を探っている。現時点では決定的なことはいえないであろう
が、その問題に関し『十万頌般若経』は、小品系大品系般若、その他を総合的に含むもの
である。現存のテキストには常啼菩薩求法譚が存在しないが、他方、玄奘の見たテキスト
の『初会』に相当する部分には常啼菩薩求法譚が存在し、それを訳出したと見ることはで
きないのか。この点については難解ではあるが、さらなる吟味が必要である。 
以上の調査研究によるものが佐伯論文であるが、大小様々にして多種多様な『般若経』
が存在する故、それらの常啼菩薩求法譚を比較研究することは煩雑を極めるものである。
それ故、『般若経』の研究は歴史上、インド以来なされ現在に至る長きに及ぶものであるが、
佐伯論文における比較対照による本格的な研究成果はこれまで表されて来たことはない。
今後、『般若経』の常啼菩薩求法譚を研究しようとするならば、何らかの形で佐伯論文を参
照する必要があるといってもよく、その意味において長期に渡る独創的な研究方法によっ
てのみ導かれ得る成果である。佐伯氏の理解した内容には、一部さらなる吟味を必要とす
るもの、漢文の読みに留意すべき点が一部あることという欠点もないとはいえない。しか
しながら、その成果は全く新しい知見を導いておりこの分野の研究に大きく貢献し得る。 
よって本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。 
 
 
 
 
 
